
背 景（教育現場における課題等）
現在，学校教育では主体的，対話的で深い学びの実現が不可欠となっている．特に，

体育は児童生徒同士が話し合う場面が多いという教科特性があり，教師は実態に合わ
せて授業改善を行うことが求められる．しかし，ほとんどの体育授業場面では，児童
生徒同士の関わりや課題への集中度について，授業内で教師が把握できる範囲での発
話内容といった限定的な情報を基にして主観的に判断しているのが実態である．教師
が児童生徒の学習状況を正確に把握することや対話的学習の様子，さらに児童生徒の
脳の働きの状態についての客観的データ等を用いて適切に捉えることが授業改善には
重要である．

体育授業の可視化による改善の取組およびオンラインでの授業研修会システムの構築
研究成果

研究目的

①最新のセンシング技術を用いた体育授業の可視
化データによる授業改善システムの作成・運用

②可視化データに基づいたオンライン体育授業改
善研修機会のプラットフォーム構築

の2点を主な目的とする．

研究課題

①対面検知データ解析システムを授業分析
に活用し，児童生徒の授業内でのコミュ
ニケーション状態を可視化

②教師の発話が児童生徒のコミュニケー
ションに与える影響をセンシングツール
による行動データにより解析・検証

③授業改善に向けたオンライン上での研修
プラットフォームの開発と効果検証

研究計画

研究実施体制
【代表者】中島 寿宏 教授（札幌校） 【分担者】森田 憲輝 教授（岩見沢校）、高瀨 淳也 教授（旭川校）
【協力者】神林 勲 教授（札幌校）、石澤 伸弘 教授（札幌校）、佐藤 光 主幹教諭（札幌市立上野幌中学校）、白川 敦 教諭（札幌市立八

条中学校）、齊藤 研介 教諭（札幌市立真駒内中学校）、村上 雅之教諭（札幌市立伏見小学校）

2022（R4） 2023（R5） 2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9）

研究課題①

研究課題②

研究課題③

先行事例等の検証

体育授業のデータ収集・分析

授業改善について教育現場との協議

センシングツールを用いた熟練教師による授業データの可視化と仮説設定

授業改善のために必要なデータの精選

授業改善のための仮説検証

授業改善研修システムのトライアル

研修システムのオンライン化

授業改善プロジェクトの教育現場への実装

①体育授業における言語的コミュニケーション状態の可視化技術の確立
②授業内での教師による相互作用行動の具体的影響の検証
③児童生徒の脳内酸素飽和度測定による教師の指導技術と授業への没頭度の評価・検証
④可視化データを元にした授業改善システムの作成・運用
⑤可視化データによる授業改善研修会のオンライン化の実現
⑥新しい授業研修プラットフォームの開発及び汎用的なシステムへの転用・発展
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